
1232nd Live Love Animals International Conference on Animal Care in Kobe 2012

種稲 憲太郎氏（特別養護老人ホーム きしろ荘 施設長）
Kentaro TANEINE, Director, Special Elderly Nursing Home ‘Kishiro-so’

- 第二部 -　「動物介在活動（AAA）に関する発表」 “Presentation on AAA (Animal Assisted Activity)”

○種稲先生

　皆さん、どうもこんにちは。私は、神戸市の灘区に

あります特別養護老人ホームきしろ荘で施設長をして

おります種稲と申します。

　本日は、特別養護老人ホームにおける動物介在活動

についてというテーマでお話をさせていただきます。

　本日、お話しさせていただくに当たりまして、施設

での活動の状況を写真で準備いたしました。話の内容

に沿った写真ではないんですけども、そちらも見てい

ただきながらお話を聞いていただければと思いますの

で、短い時間ですが、よろしくお願いいたします。

　まず、きしろ荘の施設について説明させていただき

ます。

　現在、高齢者の方が入所される施設にはさまざまな

種類があるんですけども、きしろ荘は特別養護老人ホー

ムという施設で、わかりやすく言いますと認知症のある

方、あと寝たきりの方で、日常生活において何らかの

援助を必要とされる方が生活されている施設です。現

在、きしろ荘には 50 名の方が入所しておられます。き

しろ荘は 1979 年５月 21 日にオープンした施設で、こ

としで創立 33 年を迎えようとしています。

　続きまして、きしろ荘における動物介在活動につい

て説明させていただきます。

　きしろ荘では、動物介在活動のことを動物訪問と呼

んでおります。毎月第３水曜日が訪問日となっており

ます。この動物訪問が始まったのは、1992 年７月から

ということですので、20 年の長きにわたり継続してい

る活動です。今、写真に写っているのは、その活動の

ときの様子です。この動物訪問を中心になって進めて

くださっているのが、きしろ荘と同じ神戸市灘区にあ

ります、もみの木動物病院の村田香織先生です。約 20

年前に、村田先生が１匹の犬を連れて活動を始めたの

が最初ということです。当時はまだ、施設に犬を入れ

るということについては衛生的によくないという意見

が多くありました。そのため先生は、女性の方が施設

長をしている施設が受け入れてくれやすいのではない

かということで、きしろ荘を選ばれたということです。

　当時、施設長されていた方が女性であったのはもち

ろんですけども、その方がﾕｲﾉｽｹというチンの犬を飼わ

れており、毎日一緒に出勤されていたというぐらい動

物が好きだったことと、そのとき施設を中心に動かし

ていた職員も、例えば事故に遭った犬を施設で飼うな

ど、動物に対してとても理解がある職員が当時勤めて

いたということで、動物訪問の活動については大きな

問題なくスタートしたということを聞いております。

　きしろ荘で活動が始まったころ、私はまだ勤めては

おりませんでしたが、私が勤めだしてから印象に残っ

ている活動場面を二つほど紹介させていただきます。

　ちょっとお写真のほうがないので申しわけないんで

すけども、まずＨさんという女性の方です。この方は

子供がおられず、親族との関係もない方でした。私の

記憶がちょっと定かじゃない部分もあるんですけども、

動物訪問に来られていた犬に子供ができたということ

で、そのＨさんがその子供にぺこちゃんという名前を

つけてくださったそうです。そのぺこちゃんが訪問に

も参加されるようになって、自分が名前をつけたとい

うことで、月１回の訪問をとても楽しみにされていた

ということでした。

　きしろ荘というのはターミナルケアということで、

御本人、あと御家族の御希望があれば、自然な形で最

期までお世話させていただくということを方針にして

おります。その方も御高齢で状態が悪くなられまして、

家族の方もおられないので、きしろ荘で最期までお世

話させていただくということになりました。

　ターミナルの状態になりますと、極力その方が好き

だったものを食べていただいたりとか、好きだった音楽

を流したりとか、好きだったお花を飾ったり、いろい

ろそういう最期のかかわりということではしていくん

ですけども、この方の場合、その一つがお気に入りの

ぺこちゃんに面会していただくということでした。で

すので、月１回の訪問日以外でも、状態が悪くなられ

てからは、そのぺこちゃんと飼い主の方が頻繁に面会

に来てくださるようになりました。たしか最後のお葬

式のときも来ていただいてたかなというふうに私は記

憶しております。身寄りの方がおられないＨさんにとっ

ては、そういう自分のためだけに来てくれるぺこちゃ

んの存在というのが、すごく大きかったのではないか

ということで印象に残っております。
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　あともうお一人の方が、Ｎさんという、これも女性

の方です。この方は、ちょっと医学的な言葉で難しい

かもしれないんですけど、進行性核上性麻痺という難

病をお持ちの方でした。この病気の特徴としては、視

野が狭くなって、関節もかたくなって動けなくなると

いうこと。それとあと、飲み込みの能力も低下してき

ますし、言葉も話せない状態になる。ただ、意識は最

後まではっきりとされているという病気です。この方

は特に犬が好きだった方ですので、動物訪問にも毎回

参加されていました。きしろ荘に入所されたころは何

とか体も動いて、目の前に犬が来ると、動きにくい体

を必死に動かして手を伸ばしているという姿が印象的

だったんですけども、進行性の病気ですので徐々に動

きにくくなって、最後は寝たきりの状態となりました。

　1 ちょっと写真を用意していたつもりだったんですけ

ど、済みません、入ってなくて申しわけないです。ベッ

ドの上でも犬を連れて訪問をしてくださってましたの

で、この方の場合も１日じゅうベッドの生活で、クラ

ブ活動等にも参加できない状態だったんですけども、

動物が好きということで、ベッド上で犬を乗せて参加

していただいてました。ふだんは腕も、関節かたくなっ

てますから伸び切ってしまって、排せつ交換するときと

か着がえの介護をするときも非常に力が入ってしまっ

て難しい方だったんですけども、ベッド上に小さな犬

をお連れして、しばらくしますと体の力が緩んできま

して、排せつとか更衣するときよりも、本当にほんの

少しなんですけども、伸び切った腕を曲げることがで

きるという様子が見られました。もちろん我々が排せ

つ・更衣で介助をするときも安心していただけるように

声をかけて、ゆっくり動かしていって、とにかくする

んですけども、それでもなかなかかたくなって難しかっ

たのが、やっぱり犬という存在はそれ以上にこの方の

緊張を和らげるものであったのかなというふうに思っ

ております。そういう意味で印象に残っている方です。

　　あとは、こういう動物介在活動を行うことを通し

まして、さまざまな施設にとってもいろんな影響があっ

たかと思います。一つは、先ほどのお話でもあったこと

なんですけども、さまざまな事情があって施設で生活

しなければならなくなった方がいるんですけども、飼っ

ていた動物と別れられなくて、動物と一緒でないと私

は施設に行きませんという、そういう方も何人かおら

れました。そのため、犬とか、あと猫と一緒に入所さ

れた方もおられました。もともときしろ荘が一緒に飼っ

てもいいですよということを言ってるわけではなくて、

ちょっと成り行き上そうなってしまったという経過は

あるんですけども、そういったことがあったのも、こ

ういう活動をしていたからそういうことが可能になっ

たのかなと思っております。

　あと、そうした利用者の方を受け入れることによっ

て、職員間でもこういう動物介在活動に興味を持つよ

うになりまして、施設の学習会のテーマで村田先生に

講師をしていただいたことがありました。そのことが

きっかけになって、施設に１匹の犬を飼うことになり

ました。今映ってるのがその犬で、シーズー犬のチャー

シューという雄の犬なんですけども、このチャーシュー

のほうも動物訪問にずっと定期的に来ていましたので

とても人になれていましたし、時間があるときには、利

用者さんのおられる食堂とか居室にも私が連れて回っ

ていったりしてたんですけども、そういう意味では利

用者の方も、こういうチャーシューとの触れ合いを楽

しみにされていました。ただ本人は、利用者の方がお

好きというよりは、もっぱら何か物をくれる方とかボ

ランティアの若い女性の方が来たら喜んで寄っていく

というところもあったんですけども、そういう形で訪

問のほうをさせてもらってました。

　このチャーシューも、実は昨年の９月に亡くなりま

して、職員、あと利用者だけじゃなくて、面会に来ら

れる方とか、あと業者の方なんかも結構皆さんに愛さ

れてましたので、さみしい日々がずっと続いていたん

ですけども、亡くなって１カ月ほどして、ある利用者

の家族の方が、警察に引き取られて行き場のない犬が

いるので、チャーシューが亡くなった後にどうでしょ

うかということで御紹介をいただきまして、こちらの

パグのクロという犬を去年の 10 月から、また施設のほ

うで飼うことになりました。このクロは、初め捨てら

れてたのかどうなのかわからないですけど、名前がな

かったんですけども、利用者さんの方が覚えやすいよ

うにということでクロという名前にしました。

　ただ、このクロは、初めはほえないし鳴かないしとい

うことでおとなしかったんですけども、最近ではちょっ

と面会の方が来られたりすると興奮して大きな声で鳴



1252nd Live Love Animals International Conference on Animal Care in Kobe 2012

くようになりましたので、ちょっと今後どうしたものか

は先生に相談中というところであるんですけども、せっ

かく縁があってきしろ荘で一緒に生活するようになり

ましたので、前のチャーシューと同じように利用者の

ところに行って、利用者の方の心の安らぎになるよう

にできたらなと思っております。

　それと、これからの動物介在活動についてというこ

とです。

　以前は、特別養護老人ホームというのは、車いすと

かではあるんですけども、まだ認知症がなくてしっか

りされた方とかお元気な方も結構おられたんですけど

も、ここ５年ほどはやはり徐々に重度化の傾向にあり

まして、きしろ荘でも重度の方が徐々にふえてきてお

られます。ですので、以前は月１回の訪問を楽しみに

とか、自分のお気に入りの動物が来るのを心待ちにさ

れている方もおられたんですけども、ここ数年はちょっ

とそういうところまでなかなか難しくなりまして、定

期的な訪問とか好きな犬を心待ちにするということが

ちょっと利用者さん自身も難しくなっています。ただ、

認知症の方は、記憶の障害はあっても、感情とかそう

いった部分、感性の部分はしっかりされておりますの

で、そのときそのときの状況はよくわかっておられる

ということですので、そうしたところを大切にした活

動に今変わっていってるところです。

　あとそれと、きしろ荘というのは、利用者の方が今

まで積み重ねてきた人生というのを大切にしながらお

世話させていただくという方針がありますので、入所

されたときに、御家族とか御本人さんに、これまでの

生活歴というものを可能な限りお聞きするようにして

います。その中の項目の一つに、やはりこういう動物

訪問を行っていますので、動物を飼われていたことが

あるかとか動物が好きですかという質問項目がありま

す。そういうところで、動物が好きだった方には動物

訪問のほうに毎月参加していただくというような形に

しています。月１回の訪問ですし、限られたわずかな

時間で、最近はもう訪問したことも忘れてしまう方が

多いんですけども、利用者の方が短い時間でも動物を

通して昔のよかった時代のことを思い出して語ること

ができたり、目の前の動物と穏やかに触れ合うことが

できることを大切にしながら活動を継続させていきた

いと思っております。

　最後に、お礼の気持ちにかえてということですけど

も、動物訪問に来ていただく方を見ていてとても感心

させられることがあります。一つは、やはり直接来て

くれる動物なんですけども、やはり認知症が進行した

り、ほとんど言葉での会話が難しくなった方が多いに

もかかわらず、本当に来てくださる動物たちが穏やか

に利用者の方に接してくださってるんです。飼い主の

方の愛情を日々しっかり受けているというところもも

ちろんあるかと思うんですけど、本当に言葉は通じな

いですけども、感情の部分で利用者の方とつながって

いるんだなということを感じたりします。

　あともう一つは、飼い主の方自身が、やはり利用者

の方への声のかけ方とかかかわり方がとても上手であ

るということです。特に介護の仕事でも、やはりコミュ

ニケーションというのが非常に大切なことなんですけ

ども、つい我々は言葉だけにとらわれてしまって、そ

の方を理解しようとしがちなんですけども、やはり言

葉にならない部分ということをやっぱり酌み取るとい

うのが、私たちの介護の仕事でもすごく大事なことな

んですけども、そうしたことが、やはり訪問に来られ

る方はふだん自分の飼ってる動物を相手にされている

ということ、もちろん動物も言葉は通じないですけど

も、やっぱり思いとか感性の部分がすごく通じる部分

があって、そういうところでも飼い主の方がすごく上

手に利用者の方とかかわってくださっていてというと

ころがいつも感心させられています。

　本当に重度の方が多くなってしまって、本当に短い

時間でという形にはなっていますけども、利用者の方

が短い時間でも昔を思い出したり楽しんでいただける

というような貴重な時間を、飼い主もそうですし、来

てくださる動物、犬とか猫もそうですけども、その方

とともに職員がやっぱりそういう時間を共有できると

いうことに感謝しつつ、本日のお話とさせていただき

ます。どうもありがとうございました。

○戸塚座長

　どうもありがとうございました。

　それでは御質問がございましたら、どうぞ手を挙げ

てください。

　それでは、アドバイザーの先生、一言お願いいたし

ます。

○レベッカ・ジョンソン

　そうですね、これも水曜日だったと思います。ジェッ

トラグがまだありますので、ちょっと時間が違うかも

しれませんけど、水曜日に私、講演にも訪れる機会が

ありまして、非常に感銘を受けました。人々、婦人が犬

を連れてらっしゃったんですね。10 匹ぐらいいました

か。いい数ですね。非常に感銘を受けました。非常に

洗練されておりました。人々との触れ合い、そしてドッ

グオーナーとの触れ合い、すばらしかったです。専門
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家がいらっしゃったと思いますよ、この訪問の裏側に

は。完璧な状態でした。人との触れ合いの方、認知症

の方もいらっしゃったかもと思いますけれども、すば

らしい触れ合いをなさっていたと思いますよ。非常に

満足した形だったと思います。楽しみ、そして涙もあっ

たかと思います。入居していらっしゃる方、非常に心

が動いたと思いますね。非常に感動的なシーンでした

ね。高齢者の方は反応していました。動物が訪れると

泣いていたんですね、これは大事だと思いますよ。い

ろいろな形で反応するということ、泣いて反応すると

いうことは、犬あるいは動物を見て痛みを感じている

わけじゃないんですね。何かの記憶を刺激していると

いうことだと思うんです。だから泣いていらっしゃっ

たんだと思います。そして、悲しかったんだと思います。

楽しみを感じていらっしゃる方もいらっしゃいました

し、涙、こういったシーンもありました。でも、すば

らしい経験でした。

　犬は完璧でした。もう本当に信じられないぐらい完璧

でしたよ。私の犬はどうかな、テストに受からないか

もしれません。私の犬もデルタ協会のペットパートナー

になりたいんですけれども、テストを受けたんですが、

非常に私神経質になっておりまして、そしてそれがリー

ドを伝わって私のペットも神経質になってしまいまし

て、チーズが床にあったんですけれども、まあ受かっ

たかな、行き過ぎちゃったかな。それを行き過ぎてか

ら彼女が取ってしまったんですね。だから、試験に受

からなかったんです、私の犬。すばらしい専門家の方が、

そのプログラムではいらっしゃったと思いますよ。

○種稲先生

　本当に 20 年ほどの活動になるんですけど、本当にそ

ういうことでは全く事故だったりとかそういうことも

なく、本当にいつもいい状態で村田先生のほうも活動

を続けてくださってますので、これからもよろしくお

願いいたします。

　あと、済みません、私、レベッカ先生のことを余り

詳しく知らなかったもので、先日も何もわからない、

しかも英語もしゃべれませんので、何も言えなかった

んですけど、最後に施設のことを非常に、においのな

い施設というふうに言っていただいて、特にふだんか

ら我々が一番気にしてることでしたので、本当にそれ

を言っていただいたときはうれしかったです。そのと

きも済みません、英語でしゃべれないものでお礼が言

えなかったんですけど、きょうは通訳の方もおられま

すので、どうも本当にありがとうございました。

○レベッカ・ジョンソン

　ありがとうございました。

○戸塚座長

　柴内先生。

○柴内先生

　本当に古いチームだと思いますし、村田先生という

すばらしい行動学の先生がついていらっしゃるチーム

ですから、今回もちょうどレベッカ先生がおいでになっ

て、神戸で２日ばかりの日にちがあって、そのときに

どこかを、ＣＡＰＰを見ていただこうと思いましたら、

ちょうど何とかきしろ荘のほうで活動を見ていただく

機会があって、こんなにお褒めをいただいて、きしろ

荘にも、それからまた村田先生のチームにも本当に心

から感謝を申し上げます。大切なことだと思います。

ありがとうございました。

○戸塚座長

　それでは、どうもありがとうございました。

　それでは、続きましてＡＡＴに関する発表というこ

とで、動物介在療法に関する発表、東京都清瀬市にご

ざいます信愛病院の作業療法士、福田美穂様に御発表

いただきます。よろしくお願いします。


